
２０１８年  ６月  １７日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌５６２番 &  ～み手の中で～ 

主の祈り 

聖  書  ①ヨハネによる福音書 １４章２７～３１節                                                                              

      ②使徒行伝２０章２４～２８節 

特別賛美  J-Plusバンド 

メッセージ  ①｢心を騒がせるな。おじけるな。｣大川従道牧師                                                                                                                                 

      ②「血と涙のメッセージ」石井 潤牧師 

献  金  聖歌３９２番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷              〔献金：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～今までの私の人生～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後１時～、執事会を行います。今後の教会の計画について。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

夜７時半、小林詩音伝道師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週の日曜午後１時～、聖歌隊の練習が行われます。（昼食持参） 

４．半年守られたことを感謝して｢上半期感謝献金｣をお捧げ致しましょう！ 

 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔６/１７～/２４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
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１１章 

１２・ 
１３章 

エステル記 
１－３章 
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７－ 
１０章 

ヨブ記 
１－３章 

新約 
使徒行伝 
２：１４－４７ 

３章 
４：１ 
－２２ 

４：２３
－３７ 

５：１ 
－１６ 

５：１７ 
－４２ 

６章 
７：１ 
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チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

６/25(月):長野家庭集会  28(木):ＷＯＧＡ集会 



 
 
 
 
 
 
 
｢というのは、今までも、しばしば語ってきたことですし、今また、涙ながらに訴えたい

のですが、クリスチャンとして歩みながら、実はキリストの十字架に敵対している者が

多くいるからです。｣ピリピ３章１８節[リビングバイブル]  
 

パウロがこれから命を懸けてローマへの旅をするために、残された神の教会の群れを導くリ

ーダーたちに対して語ったメッセージが今日の内容です。 

もう、自分はいなくなる、今度は自分たちで群れを建て上げていくのですよ。と言わんばか

りの内容です。ちょうどそれと同じようなことが、お隣の中国でなされました。共産主義が台

頭し、権力をふるうようになってから、公に宣教師たちが国外追放となり、残された中国人ク

リスチャンたちが自分たちで群れを導かなければならなくなってしまいました。それまでは、目に

見える宣教師を頼って信仰を守ってきた彼らでしたが、今度は彼ら自身が直接主なる神様

に祈るようになって信仰が確立していきました。 

日本でもキリシタンの迫害の歴史の中で、同じようなことが起こりました。試練は辛いこと

ですが、そのことで、自分自身の信仰の土台が造られるようになります。 

パウロは多くのメッセージを語って来たでしょうが、使徒行伝の記者であるルカはそのすべて

は記しませんでした。しかし、今回のエペソの長老たちに語ったパウロのメッセージは書き記し

ました。よほど大切な内容が書かれているからなのでしょう。その中でパウロは、自分のメッセ

ージは、➀「神に対する悔い改め」と➁「主イエスに対する信仰」について語ってきたと振り返

っています。そして、教会はキリストの尊い血によって、命によって建て上げられていることを決

して忘れてはいけないことを語りました。そして、その語るごとに、彼の目には涙があふれてい

たと語っています。そして、このキリストの命ほどの重みのある教会＝神の国を建て上げていく

ことは、自分たちの力や努力によってできることではなく、主の御言葉によって成し遂げられる

のだと確信していました。だからこそ、この恵みの言葉に自らを捧げ尽くしていくこと、与え続け

ていくことこそ重要なのであると信仰の心意気をはっきりと宣言しています。 

私たちが何のために生きるのか？どのように生きるのか？はすべて主のみことばに裏付けら

れているということではないでしょうか。 

パウロはこれからも御霊に導かれて進んでいきます。しかし、エペソの長老たちも、残され

た者たちも、どんなことがあっても、パウロと同様に聖霊の導きのままに生かされているというこ

とが重要であると感じます。今置かれたところで喜び一杯に咲き誇っていくことを主は願って

おられるのではないでしょうか。主は今あなたに導かれていることは何でしょうか？それをご一

緒に祈り求めていきましょう！私たちの人生の目的のために主は命をささげてくださいました。 

「血と涙のメッセージ」 

～パウロが涙を持って伝えたかったこと～ 


